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センターの
愛称が決定
しました！

　

■投票総数「２５９票」　昨年11月、市民の皆様に愛称を募集しましたところ、たくさんの応募を

　 いただきました。その中から市民公益活動審議会で選ばれた５点について、投票を行った結果
　 「ラコルタ」に決定しました。投票内訳（ラコルタ「90票」・スマイル(SMILE)「89票」・コモンプラザ「46票」･
　　PUBLICO(パブリコ)「20票」･あくせす「１４票」）

愛称の説明：ラコルタ (raccolta) は､イタリア語で､集まり､収穫という意味。
色々な人に出会い、集い､多くのものを得る ( 収穫 ) ことができる場所。
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夢つながり未来館

社会福祉協議会～ボランティアセンター～

●講師：白井　恭子さん
　　　　（社会福祉法人大阪ボランティア協会）
●日時：3月 28 日（木）13:30 ～ 16:30
●対象：ボランティアグループ・NPOなどの役員・担当者
●定員：20名　　

■講師：藤本　衞 ( 神境町自治会副会長・元中学校長 )
■日時：3月 14 日（木）14:00 ～ 16:00
■定員：30 名　■費用：500 円
■電話：3/１（金）から 06-4860-9731

 

■日時：３月 25日（月）17:00 ～ 19:00
■場所：子育て青少年拠点夢つながり未来館
　　　　（ゆいぴあ）6階　多目的ホール
■電話：青少年活動サポートプラザ 06-6816-8552

※費用が明示されていないイベントは無料です。
※申込期限が書かれていない場合は当日までです。
※お申し込み・お問い合せは各施設まで

※費用が明示されていないイベントは無料です。
※申込期限が書かれていない場合は当日までです。
※お申し込み・お問い合せは当センターまで

～春日神社をめぐって～
祖父藤本五郎兵衞が昭和15年に書き留めた「神境町古代

伝記」に記されている内容を関係資料等を提示して解説

し、ともに古き時代に想いを巡らせればと思います。

青少年活動サポートプラザ青少年委員会～ WHALE ～

によるステージ発表企画です。出演は青少年バンド弾き語

りなど。迫力あるステージをぜひご覧ください。

郷土史講座 神境町むかしばなし

第２回　WHALE　フェスティバル

たくさんのご応募をありがとうございました。

に決定しました！

選考の結果、

　市民公益活動センターが設立して間もなく半年が経と

うとしています。この間、たくさんの方のご支援をいただ

いたおかげで、利用者は延べ１２,０００人（９月４日～１月

３１日）を数えることになりました。　

　愛称も決まり、利用者、地域にとって、より開かれた身

近な存在でありたいと思っています。では、半年間をふ

りかえり、この間に行った主な事業について紹介します。

■新たな活動の立ち上げ支援
 ボランティア活動や地域活動をしたい方、市民公益活

動について知りたい方を対象に個別のご質問やご相談

にお答えしました。

■団体やグループの活動の活性化
 市民公益活動団体のマネジメント力の強化や活動に役

立つスキルを提供しました。

■市民交流の促進
　市民が集う交流スペースでは、団体が制作した絵画や

写真などの作品展示や、市民の関心が高いテーマで

ディスカッションする「テーマカフェ」（9月、10月、11月、

12月）を随時開催してきました。「かえっこバザール」

(1月、2月、3月予定)では、多世代の交流をテーマの一つ

に挙げています。さらにアクティブな活動として、2月には

地域に飛び出し「佐竹台サロン」を訪問、コミュニティの維

持や活性化のために取り組まれている自治会活動を紹介

しました。

プレイベントプレイベント

ボランティアを始めるにあたっての心構えやボランティア活

動の紹介などを行います。新しい自分を見つけませんか。

ボランティア入門講座

●日時：3月 16 日（土）13:30 ～ 15:00
●対象：国際交流団体・国際交流にご賛同いただき
　　　　活動されている団体

●日時：3月 9日（土）13:30 ～ 15:00

●日時：3月 28 日（木）10:00 ～ 12:00
　　　　4月 25 日（木）13:30 ～ 15:00
　　　　5月 23 日（木）13:30 ～ 15:00

センターの愛称も決まり、皆さんに益々親しま

れる活動が期待されています。このニュース

レターも、センターの次年度に向けた新たな

チャレンジを情報面で支えることができるよう、

さらなる充実をめざしてまいります。（岩井）

■日時：３月 22日（金）13:30 ～ 15:30
■場所：総合福祉会館　■定員：20人

■電話：ボランティアセンター 06-6339-1254

安心して活動を行うためのボランティア活動保険の受付をして

います。平成 25 年度の保険は 3 月 1 日から手続きができます。

ボランティア活動保険の更新

VOL.2

ラコルタラコルタ
これからこの

愛称のとおり､笑顔
いっぱい､皆様に

愛されるセンターを
めざして

頑張ります！
（スタッフ一同）

１月２６日（土）午後１時半～３時、当セン

ターにて「かえっこバザール・プレイベン

ト」が行われました！本番のイベントを３月

２３日（土）に控え、地域の方々に取り組み

を知っていただくためのプレイベントを開催

しました。この日は、おもちゃの持ち込みだ

けでなく、高野台高齢クラブのみなさんによ

る「むかしあそび」と「南千里かえっこバ

ザール実行委員会」メンバーによる「段ボールあそび」が行われ、１５０組を超える

親子や地域の子どもたちがセンターに集い、熱気にあふれるひとときとなりました。

引き続き実行委員が中心となって、本イベントに向けての準備をすすめています。

（「かえっこバザール」とは･･･子どもがいらなくなったおもちゃを持ってきて、欲しいおもちゃと交換する際に、市内

で活動するさまざまな団体によるワークショップを経験する多世代交流イベントです。）

～市民公益活動入門講座～　

自分にあったボランティア活動を
見つけませんか？

～やってみよう ! ボランティア活動～　

市民公益活動入門講座特別編！

補助金・助成金の種類や概要、申請する際のポイント

などをご説明します。もし作成中の申請書があれば、

３月２０日（水）までにセンターに届けてください。講師

による点検をさせていただきます。差支えなければ、

その申請書を講座当日にワークショップ形式で参加者

による全員でのブラッシュアップを行います。

市民公益活動スタートのきっかけとして、吹田市で活動

している市民公益団体を紹介し、実際に活動している団

体に参加してボランティアを体験してもらう講座です。

ボランティア活動や地域活動をしたい方、市民公益活

動について知りたい方が対象です。ボランティア活動

や地域活動、NPOなどについてご説明したあと、個別

のご質問やご相談にお答えします。

もう活動をなさっている方だからこその気づきや意見

を、同じテーマで活動する団体同士で出し合ってみま

せんか。

オープンして半年経ちました！オープンして半年経ちました！

南千里かえっこバザール実行委員会ブログ⇒http://suitakaekko.seesaa.net/

●自分に合ったボランティア活動を見つけませんか

  ～市民公益活動入門講座～（毎月2回）
●地域活動デビュー講座（2月）
●ボランティア・NPOデビュー講座（3月予定）

●NPO法人入門講座（10月、12月、2月）
●だれにでもできる2色･3色印刷講座（10月）
●マスターしよう！団体の会計と税金（12月）
●分野別団体交流会
　(1月：子育て支援団体、3月予定：国際交流団体)

●個人情報保護がよくわかる！講座（2月）
●市民公益活動団体見学会（随時）
●市民公益活動に活かせる補助金・助成金講座（3月予定）
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本イベント ３月２３日 (土) 午後１～４時　市民公益活動センターにて
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吹田市青山台在住　平野　和子さまの案



　1990年代以降、世界的な市民社会の台頭が見られ、日

本でも阪神・淡路大震災を契機に、NPO法（特定非営利

活動促進法）など制度が整備され、市民社会セクターが拡

大してきました。社会の問題解決やそのための公共サー

ビスの提供は、いまや行政だけが行うものではなくなったと

いえます。「民による公共」「新しい公共」「官民連携」など

様々な呼び方が使われていますが、公共サービスの担い

手は、行政だけでなく、地域コミュニティ団体や民間の

NPO・NGO、企業にも広がってきています。

　日本には、様々なタイプの地域コミュニティ団体やNPO・

ボランティア団体が活動していますが、NPO法に基づき設

立されたNPO法人だけでも、2012年末現在でおよそ47，

000に達しています。活動分野も、福祉・介護、社会教育、

子育て、まちづくり、環境保全、人権、国際協力など大きな

広がりをみせています。

　2011年3月には東日本大震災が起こり、地震・津波・原

発事故によって、甚大な被害が発生しました。東日本大震

災後の被災地の復興支援においても、国や自治体だけで

は十分な支援ができず、地域コミュニティ団体やNPO・

NGOなどが、その持っている機能を発揮し、適切な役割を

分担するなど、非営利組織や市民社会が大きな役割を果

たしています。

　市民社会セクターが拡大し、その中で活動する組織・団

体の数が増えると、個別の組織・団体が必要とするサービ

スを提供し、活動を支えるためのサービス（中間支援サー

ビス）が必要になり、そうしたサービスを提供するための中

間支援組織が登場します。典型的には、市民公益活動セ

ンター、ボランティアセンター、NPO支援センター、助成財

団などです。これは、経済が発展し、商店、工場、企業な

どが増えるにつれて、商工会議所、経営者協会、業界団

体（たとえば自動車工業会、百貨店協会など）といった中

間支援団体が発達するのと類似しています。

　NPO法人の中で、「団体の運営又は活動に関する連

絡、助言又は援助の活動」、すなわち中間支援の活動を

手掛けているのは、NPO法人全体の46％にのぼります。も

ちろん、こうした中間支援を主たる活動として行っている

NPO法人は、これよりははるかに少ないですが、全国では

数百に上るのではないでしょうか。

　これらの中間支援組織は、地域のNPOやボランティア団

体向けに、設立や運営に関するコンサルティング、助成

金、補助金などに関する情報提供、NPO間のネットワーキ

ング、行政・企業との連携促進、人材育成支援といった中

間支援サービスを行っています。

　個々のNPOの経営規模やスタッフ数に大きな格差がある

のと同様に、中間支援組織の中にも、２桁のスタッフを擁

し、スタッフの専門分化もある程度進んだ比較的大規模な

センターと、2～3人かそれ以下のスタッフで何とか運営し

ている零細センターがあります。後者の場合、経験や専門

性の蓄積に難がある場合が少なくなく、情報提供や相談と

いった中間支援組織としての基本的な機能さえ十分には

果たせていないところもあります。

　全国のセンター全体の半分以上は自治体によって設立

されたもので、なかでもいわゆる「官設民営」で、NPOが指

定管理者として運営しているところが多数を占めます。こう

した指定管理の官設民営センターは、財源の多くを自治

体からの指定管理料に依存している一方、施設管理に忙

殺されて、自主事業を行うことが困難になっているところも

みられます。今後、中間支援組織自体の選別淘汰、合従

連衡、役割分担や専門の明確化が進行する可能性があ

り、個々のNPOと同様に、量的拡大よりも質的充実が志向

されるようになってきているのではないでしょうか。

　中間支援組織、あるいは施設としての市民公益活動支

援センターには、以下のような基本的なサービスを提供す

ることが期待されています。

１）　地域コミュニティ団体やＮＰＯ・ボランティア団体の
　　　設立・運営支援

　地域社会の問題解決のために活動する地域コミュニティ

団体やNPO・ボランティア団体の法人化をサポートしたり、

寄付・助成金獲得やスタッフ育成、あるいは経営全般につ

いてのアドバイスを行ったりします。

２）　ネットワーキング支援
　様々なNPOやボランティア団体、あるいは地域コミュニ

ティ団体の間の情報交換や交流を支援します。また、行政

と個々のNPOなどの間をつなぐことにより、様々なレベル

の協働が活発化します。具体的には、行政や企業とのラウ

ンドテーブル会議、チャリティイベント、ファンドレイジング

イベントなど、共同で事業を実施することなどが考えられます。

３）　インキュベーター・オフィスの提供

　低廉な賃料によるNPO向け小規模オフィス、あるいはイ

ンキュベーターを提供します。賃料が低廉であることによ

り、小規模で財政的に脆弱なNPOでもオフィス・スペース

を確保できる可能性が高まります。あわせて、会議室、

メールボックス、倉庫、印刷・製本機、共用作業スペースな

どを提供します。こうしたバックオフィスサービスを共用

サービスとして提供すれば、稼働率を高め、費用対効果を

高めることにつながります。

　中間支援組織の重要性は今後とも確実に高まっていくと

考えられます。吹田市立市民公益活動センターは開設さ

れたばかりですが、今後ここで述べたような課題を一つ一

つ解決していかなければならないでしょう。

　吹田市くらいの人口規模の都市のセンターとしては、か

なり遅い船出というべきですが、他都市の先輩格の中間支

援組織が経験してきた課題や失敗に学ぶことができるとい

う後発者の利得をうまく活かして、早期に運営を軌道に乗

せ、サービスの充実を図ることを期待します。

　そのためには、センター自身の努力が必要であることは

いうまでもありません。中間支援組織の役割や機能を一般

の市民に理解してもらうのは簡単ではありませんが、その

市民公益活動を支える中間支援の役割市民公益活動を支える中間支援の役割

　山 内 直 人 　

大阪大学大学院

国際公共政策研究科

教授

M. Sc. （英 London School of 

Economics）、博士（大阪大学）。

経済企画庁 （現内閣府） エコノミ

ストを経て現職。専門は公共経

済学、 政策研究。1999 年の日

本 NPO 学会の創設に参加し、

理事などを経て、2006 年度から

2012年まで会長を務める。

著書に、 『ノンプロフィット ・ エコノ

ミー』 （日本評論社）、 『ＮＰＯ入

門』（日経文庫）など多数。

吹田市市民公益活動審議会 ・

副会長 （2006 年 7 月 1 日～

2010 年 6 月 30 日）を務め、吹

田市立市民公益活動センターの

設立にかかわる。

１．台頭する市民社会とＮＰＯ

２．重要性を増す中間支援組織 ３．中間支援組織に期待される機能

４．今後の展望と期待

　センターでは、市民公益活動に関する調査・研

究・政策提言などの市民公益活動の社会的環境整

備を行う事業を行っています。その一環として、

現在「ボランティアグループ･NPO実態調査」を

行っています。吹田市内の市民公益活動団体の数

は、398団体（平成25年1月末現在）に上りま

す。その、市民公益活動団体を対象に活動や組織

の実態について調査し、団体の実態を量的に把握

して、課題を抽出し、報告書を3月末に発行する予

定です。次号ニュースレターで報告するほか、

ホームページから報告書をダウンロードできるよう

にします。

　また、吹田市内の市民公益活動団体の活動内容

紹介冊子「ボランティアグループ・NPOガイド

ブック（平成25－2013－年度版）」を４月に発

行します。

 入手についてのお問い合わせは、当センターもしく

は吹田市まち産業活性部地域自治推進室まで。

★すいた市民活動とぴっくす★

平成 24（2012）年度　

　市民公益活動センターでは、よりよいセンター運

営のため、毎年2回利用者の皆さまとの懇談会を

行っていきます。日頃ご利用の皆さまから、セン

ターの運営、利用、サービスに関しての意見をいた

だき、運営に反映していきたいと思います。懇談会

に参加しようと思われる方は、センター受付までお

申し出ください。なお、9月オープンの今年度の開

催は1回となります。

１．日時

２．場所

３．内容

４．対象

５．締切

平成 25 年３月 26 日（火）午後１時半～３時

市民公益活動センター　会議室２・３

①スタッフ紹介

②自己紹介（1団体 2分程度ご準備ください）

③平成２４（２０１２）年度センターの

　月次報告・事業報告

④センター設備の使い勝手や、職員・

　受付に関することなど、意見交換

⑤その他

・センター貸し事務室スペース・ロッカー・

　メールボックス利用団体

・公募によるセンター日常利用者、

　団体の場合は 1 団体 2 名まで

3 月 12 日（火）まで

市民公益活動センター利用者懇談会

2013 年2 月26 日 / 発行 ： 吹田市立市民公益活動センター

参加者を募集します！

意義をわかりやすく説明し、 寄付やボランティアによって

継続的に支援していただく努力が重要といえます。
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